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熊本県菊池市
●●● ●●●●●●●

泗水西小学校運営協議会 泗水西小学校

　本校は、創立 140 年の歴史と輝かしい伝統をもち、また、地域（田島地区）の方々から、創立当初から学校の教育
活動及びPTA活動に積極的に支援・協力いただいている。現校舎の完成後、地域の方が校地に植木等がないというこ
とで、学校のため、子供のために、地域の全戸数から米を出してもらい、それをお金に換えて植木代とし、「友情の森」（S61
完成）を整地した経緯もある。コミュニティ・スクールについては、平成 20年から菊池市の指定を受け、現在に至っ
ている。学校・家庭・地域が一体となり、地域の宝「田島っ子」の健やかな成長を願い、よりよい学校を作り上げてい
くように取り組んでいる。

● 活動の特徴・工夫� ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

【特徴的な活動内容】
　本校のコミュニティ・スクールの組織（部と班）は、次のとおりである。
（１�）かしこさ支援部・・・学習支援班（読み聞かせと学習支援ボランティア）、農業体験・食育班（梅干し・梅ジュース作り、米作り、
JA田島青壮年部による「食」の授業）、伝統芸能伝承班（しめ縄作り）

（２�）やさしさ・豊かさ支援部・・・地域交流学習班（保育園、高齢者介護施設、身障者介護施設との交流）、環境保全活動班（資源回
収、リサイクル活動協力）

（３�）たくましさ支援部・・・体力向上班（運動会協力、部活動支援）、安全
活動班（登下校見守り、交通安全教室協力）、スポーツ交流班（老人会と
のグラウンドゴルフ大会）

　校区内には、様々な人・物・行事等があり、小さい時からいろいろな場で
いろいろな方といろいろな活動や体験学習を経験することができ、とても恵
まれている。

【実施に当たっての工夫】
　年度当初に、コミュニティ・スクール懇談会を開催し、学校側と保護者や
区長会、老人会等地域住民の代表、各施設長、各種団体、ゲスト・ティーチャー、
支援ボランティア等の方々に集まっていただき、本年度の年間計画等を班別
に協議し、その年の方向性を打ち出すようにしている。
　本校の活動については、保護者や祖父母との関わりのみならず、校区内の
様々な保育園等の施設や区長会等の各団体、地域住民、ボランティアの方々
から支援し協力していただいている。

● 事業を実施しての効果・成果� ●●●●●●●●●●●●●●●●

・保護者や地域住民にゲスト・ティーチャー、学習支援ボランティアなどの
教育支援ボランティアとして参加してもらった。その結果、児童に細やか
な指導が行き届き、わかる喜びや学ぶ楽しさを感じ取ることができた。
・酪農など地域産業の教材化や地域産業に関する人材の発掘が行われ、生活
科や総合的な学習の時間における体験学習の内容が充実してきた。
・読み聞かせボランティアによる取組が継続して行われ、児童にとって楽し
い時間となり読書への興味関心を高めることができた。
・食育、環境教育、キャリア教育、福祉教育等いろいろな視点から学ぶこと
ができた。
・学習支援活動やボランティア等に関わっていただく方々からもやりがいを
持って楽しく取り組めるという声も聞く。

こんな
活動です
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【特徴的な活動内容】
　本校のコミュニティ・スクールの組織（部と班）は、次のとおりである。
（１）かしこさ支援部・・・学習支援班（読み聞かせと学習支援ボランティア）、農業体験・食育班（梅干し・梅ジュース作り、米
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　本校は、創立１４０年の歴史を持つ輝かしい伝統をもち、また、地域（田島地区）の方々から、創立当初から学校の教育活
動及びPTA活動に積極的に支援・協力いただいている。現校舎の完成後、地域の方が校地に植木等がないということで、
学校のため、子供のために、地域の全戸数から米を出してもらい、それをお金に換えて植木代とし、「友情の森」（S61完成）
を整地した経緯もある。コミュニティ・スクールについては、平成20年から菊池市の指定を受け、現在に至っている。学校・
家庭・地域が一体となり、地域の宝「田島っ子」の健やかな成長を願い、よりよい学校を作り上げていくように取り組んでい
る。
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【実施に当たっての工夫】
　年度当初に、コミュニティ・スクール懇談会を開催し、学校側と保護者や区長会、老人会等地域住民の代表、各施設長、
各種団体、ゲスト・ティーチャー、支援ボランティア等の方々に集まっていただき、本年度の年間計画等を班別に協議し、そ
の年の方向性を打ち出すようにしている。
　本校の活動については、保護者や祖父母との関わりのみならず、校区内の様々な保育園等の施設や区長会等の各団
体、地域住民、ボランティアの方々から支援し協力していただいている。

・保護者や地域住民にゲスト・ティーチャー、学習支援ボランティアなどの教育支援ボランティアとして参加してもらった。そ
の結果、児童に細やかな指導が行き届き、わかる喜びや学ぶ楽しさを感じ取ることができた。
・酪農など地域産業の教材化や地域産業に関する人材の発掘が行われ、生活科や総合的な学習の時間における体験学
習の内容が充実してきた。
・読み聞かせボランティアによる取組が継続して行われ、児童にとって楽しい時間となり読書への興味関心を高めることが
できた。
・食育、環境教育、キャリア教育、福祉教育等いろいろな視点から学ぶことができた。
・学習支援活動やボランティア等に関わっていただく方々からもやりがいを持って楽しく取り組めるという声も聞く。
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